
第���号議案

特別職の職員等に対する期末手当の支給に関する条例及び議会の議員の議

員報酬及び費用弁償支給条例の一部を改正する条例

（特別職の職員等に対する期末手当の支給に関する条例の一部改正）

第�条 特別職の職員等に対する期末手当の支給に関する条例（昭和��年島根県

条例第��号）の一部を次のように改正する。

題名中「職員等」を「職員」に改める。

第�条第�号を削る。

第�条第�項中「給与月額」を「給料月額」に、「���分の�	�」を「���分

の�
�」に改め、同条第�項を削る。

第�条 特別職の職員に対する期末手当の支給に関する条例の一部を次のように

改正する。

第�条中「���分の���」を「���分の�
�」に、「���分の�
�」を「���分の

���」に改める。

（議会の議員の議員報酬及び費用弁償支給条例の一部改正）

第�条 議会の議員の議員報酬及び費用弁償支給条例（平成�
年島根県条例第��

号）の一部を次のように改正する。

題名中「及び費用弁償」を「、費用弁償及び期末手当」に改める。

第�条中「及び費用弁償」を「、費用弁償及び期末手当」に改める。

第�条第�項中「第�項第�号」を「第�項第�号」に改める。

第
条の次に次の�条を加える。

（期末手当）

第�条 議員であって、
月�日及び��月�日（以下この条においてこれらの

日を「基準日」という。）にそれぞれ在職するものに対しては、期末手当を

支給する。これらの基準日前�箇月以内に退職（職員の給与に関する条例第

��条の�第�項に規定する退職の例による場合の離職をいう。次項において

―
�―



同じ。）し、又は死亡した議員についても、同様とする。

� 期末手当の額は、それぞれその基準日現在（前項後段の議員にあっては、

退職し、又は死亡した日現在）において議員が受けるべき議員報酬月額及び

その議員報酬月額に���分の��を乗じて得た額の合計額に�月に支給する場

合においては���分の���、��月に支給する場合においては���分の���を乗じ

て得た額に、基準日以前�箇月以内の期間におけるその者の在職期間の次の

各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める割合を乗じて得た額とする。

� �箇月 ���分の���

� �箇月以上�箇月未満 ���分の	�

� 
箇月以上�箇月未満 ���分の��

� 
箇月未満 ���分の��

第
条 前条に定めるもののほか、期末手当の支給については、一般職の職員

に対する期末手当の支給の例による。

第�条 議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当支給条例の一部を次のよ

うに改正する。

第�条第�項中「���分の���」を「���分の���」に、「���分の���」を「���

分の���」に改める。

附 則

（施行期日）

� この条例は、平成��年��月�日から施行する。ただし、第�条及び第�条の

規定は、平成��年�月�日から施行する。

（議会の議員の議員報酬の特例に関する条例の一部改正）

� 議会の議員の議員報酬の特例に関する条例（平成��年島根県条例第��号）の

一部を次のように改正する。

「議会の議員の議員報酬及び費用弁償支給条例」を「議会の議員の議員報

酬、費用弁償及び期末手当支給条例」に改める。

（島根県病院事業管理者の給与等に関する条例の一部改正）


 島根県病院事業管理者の給与等に関する条例（平成��年島根県条例第�	号）

―��―



の一部を次のように改正する。

第�条中「特別職の職員等に対する期末手当の支給に関する条例」を「特別

職の職員に対する期末手当の支給に関する条例」に、「第�条第�項」を「第

�条」に、「同項中「給与月額」」を「同条中「給料月額」」に改める。

（教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部改正）

� 教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例（平成��年島根県条

例第��号）の一部を次のように改正する。

第�条中「特別職の職員等に対する期末手当の支給に関する条例」を「特別

職の職員に対する期末手当の支給に関する条例」に、「第�条第�項」を「第

�条」に改め、同条後段を削る。

―�	―


